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１　基本情報

まちづくり協議会名 安倉地区まちづくり協議会

地域ごとのまちづくり計画 【基本目標】

【具体的な取り組み】

地域ごとのまちづくり計画対話シート

令和６年（2024年）7月5日

市民協働推進課

松井　宏展

項目 入力欄

３.歴史・公園「自然と歴史がいきづくまち」

大堀川河川敷・公園の落下防止柵などの整備、管理の
要望

取組内容の関係課 公園河川課



２　対話の状況

（１）実施概要

ア　日時：

イ　場所：

ウ　出席者：以下のとおり

（２）確認できたこと

前回対話時の別添資料（安倉まち協作成）に基づき、再度内容についてまち協から説明があった
のち、意見交換を行った。概要は以下のとおり。

ア　別添資料について
（ア）各種問題個所について再確認
　現状、大堀川に沿って車が通れるようになっているが、ガードレールがなかったり、公園にも
ロープがある場所とない場所がある。河川への転落など危険個所が多い。地域としては、柵を設
置するなどして安心・安全に使える場所にしてほしい。
　公園河川課で前回お話のあった個所のロープの張り直しをした旨の説明および市（公園河川
課）の管轄がどこまでなのかの確認を行った。
　柵等の設置の要望があった所については、公園も含め河川敷であるため、水が流れることが第
一義となる。そのため、流域阻害となる柵等を設置することが難しい旨の説明をした。

（イ）新たな問題点
　前回資料には付けていないが、子どもたちが川の中に入って遊んでいることがある。
　公園の南端の低くなっている個所から川に降りている。フェンスを建てるなどして入れないよ
うにできないか。
　大堀川に限らず学校は川に入らないように指導している。
　
すべての要望をすぐに解決することは難しい。
要望をいただいた所は、道路ではなく河川敷である。あまり強く要望しすぎると、現在通ってい
る道をそもそも通れないようにする等の処置になる恐れもある。それは地域の意向とは違ってく
ると思うので、現状を正しく認識した上で優先順位を決めて一個ずつ対応する方向で話を行っ
た。
　
イ　今後について
（ア）不法投棄の撤去。
　　　不法投棄や不法耕作地の整理について←市から県に現状を伝える
（イ）河川敷にあるヤシの木や高木の伐採。
　　　鉄塔付近の大木が道をふさいでおり通行に難がある。
　　　河川敷のヤシの木は枝葉が落ちてくるため、その残骸の量が多く危険である。
　　　←市から県に要望事項として伝える。撤去できることが決まった場合、地域への連絡等は
まち協さんでお願いします。
（ウ）流域阻害とならず、かつ、柵的な機能を発揮できるものとして、鉄塔の周り及び公園の一
番南端部分に花等を帯状に植えてはどうか。
　　　鉄塔の下にくぐれるようになっている個所や公園南側の川に降りやすくなっている個所に
入りにくくするために行うものである。子どもたちが安心・安全に遊ぶための取り組みであるこ
とから、可能であれば、地域の活動の一環として花を植える活動をしてはどうか。
　　　←花植えの可否については、市から県へ確認する。可能となった場合、植える時期、参加
者など実現に向けて協力をお願いする。
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